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A.研究目的 

性感染症 、女性において 、 の 年

女性が 的となっている 大性感染症のい

も女性の 患ピーク に 、 性のそ

と ると らかに 年 る らの女

性の感染 を えると、性産 がその現場とな

っている とが 定 る

性産 と婦人科 連性が い 特に

年女性の性感染症の 部 、性産 者に集

する 性 による ない妊娠に対する

妊の 識 、性産 者の も 的 く

妊 による予防が る しか

し、性感染症に いて 、女性 け 予防

し るもの ない 性 ス、

ンジロー 、梅毒 、性的接 によって に

感染する性感染症 る

その 、近年問題となっているのが梅毒

る た、梅毒の 床が性産 るとの

も国内の ー ンスからも見えている

性産 を 用した 性から、 女性 の感染

も臨床現場 見 、そ が らに妊娠と

連した場 に 、母子感染を し先天

梅毒に る 年 、女性梅毒患者 、そ

と て、 近くなってお 、そ に

って先天梅毒も している 日本産科婦人

科学会の感染症実態調査 会 実 した全国

調査 、 分娩を ーしている地

病 のアン ート調査において 年～

年の 年 に の梅毒 妊婦が

、 の先天梅毒が していた 梅毒

妊婦の年 分 に性感染症の女性 患者

の年 ピークと してお 、梅毒が の

年女性に がっている とを していた

らに、 診妊婦、 定期 診妊婦という 会

的 スク妊婦に梅毒が している も

、 らの 会的 スク妊婦の に

性産 者が含 ている 性が る

た 年に実 した日本産科婦人科学会同

会の 回目の調査 、梅毒 妊婦 の

シ ン による治療を したにもかか

わら 、 （ ）が先天梅毒（母

子感染症）となっていた とが した

のように、性産 に する感染症 、産婦

人科の見地からすると、母子感染を して、

にも を し ている とがわか

る

本研究 、近年、 している女性梅毒

患者に注目し、性産 者（CSW）と

研究  
性産 者の とともに、産婦人科医療 、特に産婦人科ク ックの産婦人科医の性

感染症に対する 識 、梅毒を とする性感染症の に く する 本研究 、性感染症

のう 、特に現 期となっている梅毒に 点を てて、都内の全産婦人科医療 にアン ート

を実 した その 、産婦人科 の梅毒を性感染症 査に み ん いる が全 と え

、梅毒 期において産婦人科医の 識が 分 る とが となった 本実態調査 得

ら た を、東京都、埼玉県を とする産婦人科医に けて した そのうえ 、梅毒 査の

性と しい治療法に いて を 方 った  
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者（ CSW）を産婦人科ク ックが のよう

に っているかを調査、研究した  
 
B.研究方法 

2017 年 1 から 2018 年 4 にかけて、近 産

婦人科医療 、本研究 の研究 者、他の

研究分 者の先 方からの 見を 集し、アン

ート内 の を った アン ート用 成

を 2018 年 に った 日本大学医学部研究

会による研究 査を けて、 を得た

2018 年 9-10 に都内に る全産婦人科 医療

にアン ート用 を した  
2018 年 11 ～2019 年 1 に調査を実 し

た による アン ート調査（A4、
1 ） 対 、都内の産婦人科を する全医療

の 医師とした CSW と、 CSW に分け

て、性感染症の 者 、 査内 、 の実態を

調査した 2 か の 者に いて回 し

て いた アン ート調査 2019/1/31 とし

た  
アン ート調査用 のとお る  

 
性産 者 者の性感染症検査受

検 調査 

性産 者（ ル ックス

以 、CSW）の受検行 に関する 調査で

す。 内の産婦人科を する診療 を

としています。 

科学  

（H29-31 ） HIV検査の受検 のた

の性産 の 者 者に関する （

者 ） に る調査 です。 

 

か月間の 外 診療について、以 の

に するご回答を いいたします。 

） に って CSWと できた患者に

ついて 答 くだ い。 

Q1. CSWの受診があった   Yes   No  

Q2. CSWの受診者数    （   ）人  

Q3. CSW の受診 は STD チェックである   

Yes   No 

Q4. CSW の STD チェックを した患者の

うち、症状があった患者は？   

（   ）人 （   ）人中 

Q5.  CSW の受診（チェック）間隔は？   

（   ～   ）か月 き 

Q6. CSW に STD 予防の説明を行っている   

Yes   No 

Q7. STDチェックの検査内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥ A型肝炎検査  行っている・いない 

Q8. これらの検査の中で患者が希望したのは？ 

Q7 の番号の中から選択（複数回答可）

（            ） 

Q . 梅毒検査陽性の患者数は？ （    ）

人  

Q10. 梅毒陽性者のうち、梅毒に関連する症状

のある患者数は？  （    ）人 

Q11.  梅毒陽性で治療した患者数は？  

（    ）人 

Q12. 梅毒の治療 は を選択しているか？  

（            ） 

）CSW と できない患者（CSW 以外の患

者）について 答 くだ い。 

Q13. CSW以外の患者で STDチェックを希望

れる患者数は？  （   ）人 

Q14. CSW以外の患者で STDチェックの

受診している患者数は？ （   ）人 

Q15. CSW以外の STDチェックを した患

者のうち、症状があった患者は？  （  ）人 

（  ）人中 

Q16. CSW以外の患者の STDチェックのた
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の受診間隔は？ （   ～   ）か月 

Q17. CSW以外の患者に STD予防の説明はす

る    Yes   No 

Q18. CSW以外の患者の STDチェックの検査

内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥  A型肝炎検査  行っている・いない 

Q19. これらの検査の中で患者が希望してくる

のは？Q7 の番号の中から選択（複数回答

可）（            ） 

Q20.  CSW 以外の患者で、梅毒検査陽性の患

者数は？ （    ）人  

Q21.  CSW以外の患者で、梅毒陽性者のうち、

梅 毒に 関連 する 症状 のあ る患 者数 は？  

（    ）人 

Q22.  CSW 以外の患者で、梅毒陽性で治療し

た患者数は？  （    ）人 

調査へのご協力をいただき、まことにありがとう

ございました。 

 

日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学分野 

川名 敬 

 
 ( の ) 

調査 、患者からの回 なく、産婦人科

医療 の医師に対するアン ート る

の症 に する回 なく、 の患者

、診療方 を問う 問のみ る したがっ

て、患者 人 を う調査 ない ら

に、 アン ートとして 人を同

定 ないように実 した なお、研究分 者

の所 （日本大学医学部 病 ）の

研究 査 会の を得て実 した

C.研究  
らのアン ート用 を したの 、2 か

を て 2019.1.31 に回 を えた 866
にアン ートを し、回 303（回

35 ） (1/31 点) った 2019 年度にかけ

て を実 した  
集 の る 別 に を

ス として する  

 産婦人科医療 における 診 と

梅毒 査の実 状況

2018 年 10-11 の 2 か 、性産 者

（ CSW）の 診が る医療 と、 診がな

い医療 に分けて した CSW（ ）

が 診した（2018 年 10-11 ） 、122
（40.3%） った  

CSW 診が る医療 、梅毒 査を実

しているのが、122 110（ 90%）

った 10 の 性産 者が 診

しているにも わら 、梅毒 査を実 していな

い が った 方、CSW の 診がない医療

、181 121（ 67 ） 梅毒

査を実 していないと回 した そのう 、STI
ック ットに梅毒 査が っているの

90% 、 10% 梅毒 査が含 てい

なかった CSW 診のない医療 、梅毒

査を っていない が 67%を 、梅毒

査 の 識が有 に かった  
 

産婦人科医療 における CSW の STI
診と梅毒 査の実 状況 

に、 CSW STI ック の 者が

いた医療 といなかった医療 に分けた

による CSW 、STI ックを し

た 者がいた（2018 年 10-11 ） 、187
（61.7%） った CSW のた 、STI

ック が ったにもかかわら 、梅毒 査を

実 たの 、187 136（ 70 ）

、梅毒 査が STI ックの 目に っていな
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い医療 が 30% った STI ック の

者が ない医療 70 が梅毒 査

を っていない CSW（ なし）の女性

に対する STI ックにおいて、梅毒 査の

実 27% 、CSW（ ）に

して く、医療 の 識が い とが える  
 

者からの STI ック 目 
そ 、 者 の 識を知るた に、

者が のような STI ック 目を して

たかを したと 、CSW の 者が来 し

た 303 101 、 CSW の STI ッ

クを実 した 303 80 、が患者からの

梅毒 査 が ったと回 した すなわ 、

患者 が梅毒 査を実 する と 識して

いたと回 した医療 、 3 分の 1 のみ

った 特に、 CSW 女性の 識が い とが

分かった  
 

梅毒 性者 （ ） 
本調査 、全 調査を っていない とか

ら、 の患者 を 問している 2018.10-11
の 2 か 診した患者 、CSW と

が った患者 1000 人、 CSW
2500 人 ったが、その 梅毒 査 性

ったのが、CSW 72 （7.4%）、 CSW も

48 （1.9%） った CSW に して、

CSW 梅毒 性 ったが、しかし

CSW も 2 か 48 の 性者がいる

と 現 の東京都の実 を していると え

ら た  
 

の実  
らのデー を用いて、2018-2019 年にか

けて、全国 17 か所の研究会、学会の講演におい

て、性感染症に対する産婦人科医療 の 査

の実態（都内に る）と梅毒 査の実態に い

て した 特に、梅毒に いて 、産婦人科

医の知識が しく、 が大 かった  

らに、9 の産婦人科 の に を

した の によって産婦人科医の梅毒

に対する 識を る とが たと え

ら る  
 
D.  

都内の全産婦人科医療 にアン ートを実

し、CSW と CSW に いて梅毒を と

する性感染症の 診実態を調 た 303 （回

35%）よ 回 を得た CSW に対する梅毒

査実 90% るが、CSW 診の

ない医療 における梅毒 査の実

（33%） 有 に い CSW に対する STI
ックにおいて、梅毒 査 実 、

CSW に して い（27%） CSW 女性 患者

が する とが いが、そ も 1/3 度

る CSW 女性 、梅毒に対する 識がよ

い 性感染症というと、ク ジア・

のみと えている とが える 梅毒 性者

、CSW 7.5%、 CSW 1.9% った

た し、 CSW の 性者 していない

CSW の 性も 定 ない 患者の と

なく、産婦人科医が 的に梅毒 査

を る が る  
性産 に対する 年女性の が くなって

いるという 会的 を すると、 CSW が

STI 査を した場 、性感染症 査、特

に梅毒 査、を 的に実 する と

う CSW 女性患者の梅毒に対する 識も

いと えない とから、医療 者を

、 する とが る 同 に、 会

的に梅毒の 知度を る とも に期

る 、 治 の 健所 が したポ

ス ーを医師会、日本産婦人科医会 を し

て、診療所の に するな の

けの も する と える  
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E.  
本実態調査によ 、産婦人科医療 におけ

る梅毒 査の 性の 識が として いと

えない とが した らの医療

の 、梅毒患者の 期 見に直 する

と えら た 者の 識 に く、梅毒

の 知度が い とが える CSW の女性に

おいても梅毒 性患者が 出 ている とも

現 の東京都の実態を している らの

とを周知するた の医療 者 け、

けの ると えら た  
 
F.健康  

特に し 
 
G.研究  

1.  
1) Komatsu A, Igimi S, Kawana K, 

Optimization of human papillomavirus 
(HPV) type 16 E7-expressing lactobacillus-
based vaccine for induction of mucosal E7-
specific IFNγ-producing cells, Vaccine, pii: 
S0264-410X(18)30615-7, 2018 
 

2) 1) Ueda Y, Kawana K, Yanaihara N, Banno 
K, Chhit M, Uy K, Kruy L, Sann CS, 
Ishioka-Kanda M, Akaba H, Matsumoto Y, 
Fujita N, Yano T, Koum K, Okamoto A, 
Kimura T, Development and evaluation of a 
cervical cancer screening system in 
Cambodia: A collaborative project of the 
Cambodian Society of Gynecology and 
Obstetrics and Japan Society of Obstetrics 
and Gynecology. J Obstet Gynaecol Res. 
2019 Jul;45(7):1260-1267. doi: 
10.1111/jog.13968 

 
3) 2) Ikeda Y, Uemura Y, Asai-Sato M, Nakao 

T, Nakajima T, Iwata T, Akiyama A, Satoh 
T, Yahata H, Kato K, Maeda D, Aoki D, 
Kawana K, Safety and efficacy of mucosal 
immunotherapy using human papillomavirus 
(HPV) type 16 E7-expressing Lactobacillus-
based vaccine for the treatment of high-grade 
squamous intraepithelial lesion (HSIL): the 
study protocol of a randomized placebo-
controlled clinical trial (MILACLE study), 

Jap J Clin Oncol, 2019 Sep 1;49(9):877-880. 
doi: 10.1093/jjco/hyz095. 

 
 川 ワク ン 内科

 新 、 川 、川 、大

性感染症 、 が問題か

日本医師会

 川 、 感染症に いての問題点

日本医師会

 川 ワク ン問題 の

よいのか

 川 、 内科医に ら る他科の知

識 が える 第 産

婦人科 子 がん、内科、

、

 川 、 患を る

、産婦人科の実 、 、

 川 、 産婦人科感染症の最

が ける感染に う対策するか 梅

毒、日本産科婦人科学会 、

、

川 、 性感染症 実態と問題点を る

性感染症の 患別に見た現状と問題点

ンジロー の診断と治療、そして ト

ピロー ウ ス ワク ンの有

の総 と 、日本臨床、 、

川 、 実 的感染症診療 内科医が知

っておく 予防接 子 癌ワク ン、

、 臨 、

 
2.学会  

 産婦人科に 連する感染症と最新知識、第

回大分感染症研究会 会 、

大分

 に する性感染症～女性と子 も

を感染症から るた に、第 回 島女性

医学研究会、 、 島

 産婦人科 近年問題となっている感染症～

対策 るか 第 回近 産科婦人科学

会学術集会、 、 大阪
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 産婦人科感染症における最近のトピックス

第 回埼玉県産婦人科医会 北部ブロック

学術講演会、 、熊谷

 産婦人科感染症に注目してみよう～最近話

題の感染症・性感染症、大阪 研究会総

会・第 回学術集会、 、大阪

 産婦人科診療にかかわる感染症～がん、母

子感染、性感染症を見直す、第 回神奈

川産科婦人科学会 学術講演会、

、横浜

 産婦人科と感染症の接点～性感染症・母子

感染・癌、第 回日本感染症学会東日本地

方会第 回日本化学療法学会東日本支部

、東京

 感染症とがん～その病態から見た予防・治

療のアップデート、第 回山形県産婦人

科集談会、 、山形、特別講演

 先天性風疹症候群の病態と予防、シンポジ

ウム、 浜松町

 母子感染と性感染症の接点～現状の問題

点、第 回横浜西部地区産婦人科研究会、

、 横浜

 婦人科感染症における最近のトピックス、

平成 年度 豊島区産婦人科医会研究会

、東京

 性感染症の診断・治療～アップデート」第

回城北産婦人科研究会、 、東

京

 産婦人科医にとって怖い感染症～日本の現

状と将来像、第 回埼玉県産婦人科医会手

術・感染症研究会、 、埼玉県

 女性の梅毒患者と先天梅毒～都内の調査と

全国調査から見えてくるもの、第 回東

京産婦人科医会 臨床研究会（東京都の共

同開催）、 、東京

 梅毒と先天梅毒の最新知識と都内・全国の

産婦人科診療の実態、 年度周産期ネッ

トワーク連携会議、 、東京

 妊娠と感染症 その対処法、第 回日本分

娩研究会、 、千葉

 女性の健康対策～婦人科の立場から～、東

京都医師会・日本大学医師会主催、

、東京

Ｈ 知的所有権の出願・登録状況（予定を含む）

①特許取得

②実用新案登録

③その他

特になし
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